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今
年
の
冬
は
、
例
年
に
無
い
記
録
的
な
大
雪

と
な
っ
て
い
ま
す
。
12
月
は
、
48
豪
雪
と
い
わ

れ
た
昭
和
48
年
度
を
上
回
る
２
６
０
・
５
㎝
の

降
雪
量
で
、
１
月
15
日
現
在
の
積
雪
深
も
昨
年

の
３
倍
、
昭
和
48
年
の
約
１
・
５
倍
の
75
㎝
に

達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
内
で
は
、
住
宅
や
作
業
小
屋

な
ど
の
破
損
、
倒
壊
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
事
故
な
ど
も
発
生
し
、

死
亡
者
も
出
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
12
月
26
日
に
災
害
警
戒
対
策
部
を

設
置
し
て
年
末
年
始
の
雪
害
に
備
え
、
１
月
５

日
に
は
市
長
を
本
部
長
と
す
る
、
災
害(

豪
雪)

対
策
本
部
に
切
り
替
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
・
日
に
は
非
常
時
に
備
え
常
時
職
員

を
待
機
さ
せ
る
と
共
に
、
雪
寄
せ
が
出
来
な
い

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
家
の
周
囲
を
、

職
員
を
派
遣
し
て
除
雪
し
て
い
ま
す
。

大
雪
の
た
め
、
屋
根
の
雪
に
気
を
配
り
、
雪

下
ろ
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
宅
の

み
な
ら
ず
、
所
有
し
て
い
る
家
屋(

住
宅
、
事
務

所
、
空
き
屋
、
小
屋
な
ど)

の
雪
下
ろ
し
も
お
願

い
し
ま
す
。
作
業
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
専

門
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
や
通
路
に
面
し
て
い
る
場
所
で

は
『
通
行
注
意
』
の
看
板
を
付
け
て
注
意
を
促

す
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
そ
れ
で
も
落
雪
に
よ

る
事
故
が
起
き
る
と
家
屋
の
所
有
者
の
責
任
は

逃
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
万
一
の
場
合
を
考
え
、
屋

根
の
雪
や
ツ
ラ
ラ
に
注
意
し
、
雪
下
ろ
し
を
し

て
く
だ
さ
い
。

暖
気
時
に
は
、
屋
根
の
雪
が
一
度
に
落
下
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
軒
下
な
ど
を
通
行
す
る

際
に
は
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
故
が
起
き
る
と
大
変
で
す

※道路の除雪のお問い合わせは 
　大館地域　土木課 
　　　　　　149－3111 内線302  
　比内地域　比内総合支所建設課 
　　　　　　155－1113 
　田代地域　田代総合支所建設課 
　　　　　　154－3315

災害(豪雪)対策本部 
　　　　　　(市総務課内)

問 

　　　　　　149－3111 内線259

降雪量（㎝） 

12月
１月１日～15日
１月16日～31日
２月
３月
12月～３月

260.5
137.0

397.5
(1月15日まで)

平 成
17年度

平 成
16年度

昭 和
48年度

83.0
88.0
100.0
154.0
61.0
486.0

139.7
66.0
134.0
138.1
43.5
521.3

積雪深（㎝）　１月15日現在 
平成17年度 平成16年度 昭和48年度

52.021.075.0

よ
ん
ぱ
ち



広報大館広報大館 2006.2.1広報大館 2006.2.1

・作業は１人で行わずに、何人かで行いましょう。
・必ず命綱を付け、滑りにくい履物で作業しましょう。
・屋根への昇り降りは、はしごが滑ったり転倒したりしないように
押さえてもらうなど、固定して行いましょう。
・暖気時には、屋根が滑って危険です。雪下ろしは止めましょう。
・雪下ろしと、地上での除雪を同時にするのは止めましょう。
・屋根の下の通行人や子供に、十分注意しながら作業しましょう。

・機械に巻き込まれやすい服装での作業は止めましょう。
・ロータリー部に詰まった雪は、エンジンを止め、回転が止ま
ったことを確認してから、取り除きましょう。手や足を使う
のは、巻き込まれる恐れがありますので、止めましょう。
・機械を使用する際は、周囲に人がいないかどうか、常に注意
を払いましょう。

・煙突やガスのホース、灯油のパイプな
どが外れていないか確認しましょう。

・除雪した雪は道路に出さずに、雪捨て
場に運んで捨てましょう。

・避難口や避難通路が雪でうずもれてい
ないか確認しましょう。

屋根の雪下ろし作業や、除排雪作業中の事故が心配されます。除雪中の事故に十分注意しましょう。 

１月15日に、町内一斉で除雪を行いました。

今年は、例年になく雪が多く、町内の道路は通行

するのが大変でした。「市や除雪業者が一生懸命除雪

に取り組んでいる中、苦情や注文を言っても無理で

あろう。何か自分たちに出来ることはないか」と町

内の役員会で話し合い、地域の除雪をすることにし

ました。

とは言うものの、何人集まるかまったく分からな

い状況でした。普段にない大雪で、町内の皆さんも

危機感を持っていたのでしょう。当日、集合場所に

は約120人も集まってくれました。うれしい誤算でし

た。

「自宅の雪は自分で捨てる」「道路に雪を捨てな

い」などのルールで、一斉に除雪作業に入りました。

子供たちの通学路を確保し、見通しの悪い場所や雪

に埋もれていた町内会館の周囲と消火栓周辺を除雪

し、２時間ほどで町内は見違えるようになりました。

今回の一斉除雪は、町内の皆さんのご協力があっ

たればこそだと本当に感謝しています。これからも、

出来る範囲で、自分たちの地域は、自分たちで守っ

ていきたいと思っています。

地域ぐるみで
除雪しました

桜庭　勇二さん
（大館地域・西大館町）

特
集
・
記
録
的
な
大
雪
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除
雪
作
業

は
、
道
路
上
の

雪
を
両
側
に
寄

せ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
し

て
も
各
家
庭
の

玄
関
前
や
車
庫

前
に
雪
が
残
っ

て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

「
玄
関
や
車
庫
前
が
、
雪
で
ふ
さ
が
れ
る
の

で
、自
分
の
所
は
除
雪
し
な
く
て
も
い
い
」と
の

連
絡
も
い
た
だ
き
ま
す
が
、通
勤
、通
学
は
も
ち

ろ
ん
、救
急
車
や
消
防
車
な
ど
の
通
行
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
除
雪
作
業
は
不
可
欠
で
す
。

市
で
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
精
一
杯
の
除
雪
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
ど
う
か
除
雪
後
の
間
口
の

雪
の
後
片
付
け
は
、
各
家
庭
で
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
１
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
や
お
年
寄
り
だ
け
で
暮
ら
し
て

い
る
人
手
の
無
い
家
庭
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
出
動

は
、
降
雪
量
10

㎝
以
上
を
目
安

に
し
て
い
ま

す
。
除
雪
作
業

は
深
夜(

午
前

１
時
頃)

か
ら

始
ま
り
、
通
勤

や
通
学
時
間
に

間
に
合
う
よ
う

に
、
午
前
７
時
頃
に
終
了
す
る
よ
う
行
っ
て
い

ま
す
。
騒
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
天

候
や
道
路
状
況
な
ど
に
よ
り
、
時
間
が
変
動
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

い
っ
た
ん
寄
せ
た
雪
を
再
び
道
路
に
出
す
の

は
危
険
で
す
。
道
路
を
通
行
す
る
車
両
に
と
っ

て
、
突
然
現
れ
る
雪
は
、
運
転
手
を
驚
か
す
だ

け
で
な
く
、

ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
も
止

ま
れ
な
か
っ

た
り
、
曲
が

ろ
う
と
し
て

も
曲
が
れ
な

か
っ
た
り
し

て
、
重
大
事

故
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
道
路
へ
の
雪
出
し
は
、

絶
対
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車

の
車
両
が
あ

る
と
、
そ
の

周
囲
は
除
雪

出
来
な
く
な

り
、
作
業
が

遅
れ
る
ば
か

り
か
、
隣
家

や
隣
人
、
通

行
す
る
人
や

車
両
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
を
か
ぶ

っ
た
駐
車
車
両
は
、
発
見
が
困
難
と
な
る
た
め

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
路
上
駐

車
は
絶
対
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。

道
路
脇
に
雪
が
た
ま
る
と
、
道
路
が
狭
く
な

る
の
で
、
た
ま
っ
た
雪
を
寄
せ
る
場
所
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
雪
を
寄
せ
る
場
所
が
多
い
ほ
ど
、

道
路
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、

雪
を
寄
せ
て
お
く
空
き
地
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

土
木
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
皆
さ
ん
の
命
や
財

産
を
火
災
か
ら
守
る
大
切
な
施
設
で
す
。
こ
れ

ら
が
雪
で
埋
ま
っ
て
い
る
と
、火
災
の
と
き
に
す

ぐ
に
使
用
出
来
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
お
近

く
の
消
火
栓
周
囲
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
火
栓
の
破
損
な
ど
を
見
つ
け
た
と

き
に
は
、
消
防
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

大
館
消
防
署
1
43
―
４
１
５
１

問
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雪
捨
て
場
で
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に

○
運
ぶ
の
は
雪
だ
け

毎
年
、
雪
が
溶
け
た

後
に
、
建
築
資
材
な
ど

の
異
物
や
ご
み
な
ど
が

大
量
に
残
り
ま
す
。
運

ぶ
の
は
雪
だ
け
に
し
て

く
だ
さ
い
。

○
転
落
事
故
に
気
を
付
け
て

雪
捨
て
場
の
ほ
と
ん
ど
が
、
河
川
の
そ

ば
で
す
。
落
差
が
あ
り
、
雪
が
緩
む
と
地

盤
が
軟
弱
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
転
落
事
故
な
ど
無
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

○
一
方
通
行
を
守
っ
て

雪
捨
て
場
の
出
入
り

口
が
、
一
方
通
行
に
な

っ
て
い
る
場
所
も
あ
り

ま
す
。
逆
走
す
る
と
交

差
出
来
な
い
ば
か
り

か
、
事
故
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、
一
方

通
行
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

毎日の除雪作業、本当にお疲れ様です。この冬は大変

な量の雪に見舞われ、48
よんぱち

豪雪と言われた昭和48年度をも

上回る積雪量となっています。除雪体制が追いつかず、

市民の皆さんにはご不便をお掛けし、誠に申し訳なく思

っております。

12月中の降雪量は260㎝を超え、１月４日にはさらに

64㎝のドカ雪となりました。

市では、12月26日に災害警戒対策部を設置し、１月５

日には災害(豪雪)対策本部に切り替えて、全力で幹線道

路などの除雪に当たるよう指示を出しました。また、雪

寄せすることが出来ない高齢者や障害者の自宅周囲の除

雪、子供たちの通学路の確保にも取り組むよう指示して

います。

さらに、すべての市職員に対し、市民生活の安全確保

のために全力を尽くすよう指示すると共に、緊急除雪チ

ームを編成し、一人暮らしの高齢者宅などへ派遣、除雪

をしてまいりました。

しかしながら、短期間に大量の降雪があったことから、

従来の除雪ではまったく間に合わず、昼夜を問わない除

雪作業を行いました。しかもこの時期にはまれな排雪作

業を行ないましたが、十分な除雪が出来ないでいるのが

実情です。

そうした中で、除雪ボランティアの皆さんや、地域で

活躍された消防団には、ご自宅の除雪もままならない中、

ご協力いただきました。また、各町内会ではこうした大

変な事態をご理解いただき、自主的に高齢者世帯や、ご

み一時預かり所、消火栓の除雪などに、総出で対応して

いただきました。さらに、民生児童委員や行政協力員に

も高齢者世帯やなだれの危険がある地域の見回りを強化

してもらっています。このような市民の皆さんのご協力

と心のつながりを目の当たりにし、心強く思うと共に感

謝申し上げます。

市には連日、「除雪車が来ない、除雪車が来ても道幅

が狭い、雪寄せを終えた後に除雪車が来た、家の間口の

除雪車による雪を何とかしてくれ」などの苦情が寄せら

れています。皆さんのお気持ちは理解できますが、市も

除雪業者も精一杯の除雪作業をしておりますので、どう

かご理解とご協力をお願いします。今こそ市全体が一丸

となって、この豪雪を乗り切りましょう。

市長リポート No.275

地域ぐるみで豪雪を
乗り切りましょう

特
集
・
記
録
的
な
大
雪
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平
成
16
年
度
は
、
近
隣
病
院
で
一

部
診
療
科
の
休
診
な
ど
が
あ
り
、
そ

の
影
響
で
、
入
院
・
外
来
患
者
と
も

増
加
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
薬

品
費
や
診
療
材
料
費
も
増
加
し
ま
し

た
が
、
単
年
度
と
し
て
は
、
７
、
３

７
６
万
円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
累
積
欠
損
金
は
、

２
億
３
、
１
２
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

平
成
16
年
度
の
主
な
事
業

〈
増
改
築
事
業
〉

増
改
築
に
向
け
て
平
成
15
年
度
か

ら
２
カ
年
で
実
施
設
計
を
行
い
ま
し

た
。

〈
医
療
機
器
等
整
備
事
業
〉

フ
ル
デ
ジ
タ
ル
多
目
的
Ｘ
線
血
管

撮
影
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
を
購
入

し
ま
し
た
。

公
営
企
業
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

７
、３
７
６
万
円
の
単
年
度
黒
字

市
立
総
合
病
院

事
業
会
計
決
算

平成16年度 市
で
は
毎
年
２
回
、
公
営
企
業
の
業
務
状
況
を
公
表
し
て

い
ま
す
。
今
号
で
は
、
平
成
17
年
11
月
30
日
に
公
表
し
た

「
平
成
16
年
度
病
院
事
業
・
水
道
事
業
・
工
業
用
水
道
事

業
会
計
」
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

増 減

5,892人の増
17人の増
704円の増
3.5%の増

6,305人の増
44人の増
78円の増

15年度

160,663人
439人

26,978円
88.3%

351,071人
1,427人
5,812円

16年度

166,555人
456人

27,682円
91.8%

357,376人
1,471人
5,890円

入院患者数
１日平均患者数
診療単価
病床利用率
外来患者数
１日平均患者数
診療単価

  
入院 
 
 
 
外来 

平成16年度の業務実績 

【診療日数】入院/16年度365日、15年度366日 外来/16年度243日、15年度246日

入院収入
　 億 万円
　（ ％）

一般会計繰入金
　 億 万円
　（ ％）

借入金
　 億 万円
　（ ％）

　借入金の 
　償還元金
億 万円
（ ％）

施設の建設・ 
改良に要する費用
　　 億 万円
　　　　（ ％）

収　入
73億5,812万円

支　出
72億8,435万円

　委託料などの 
　経費
億 万円
　　（ ％）

薬代などの 
材料費
　 億 万円
　（ ％）

給与費給与費
　 億 万円万円
　（ ％）％）

給与費
　 億 万円
　（ ％）

外来収入
　 億 万円
　（ ％）

一般会計 
繰入金
億 万円
（ ％）

その他 
億 万円
（ ％）

純利益 
万円

今までの 
赤字に当 
てていま 
す。 

不足額 
億 万円

不足額は 
損益勘定 
留保資金 
等で補て 
んしまし 
た。 

収益的収支 平成16年度大館市病院事業貸借対照表
（平成17年３月31日現在）

（消費税抜き） 
〈病院事業の運営に関する収支〉 

資本的収支 （消費税込み） 
〈病院施設の整備に関する収支〉 

収　入
5億5,507万円

支　出
8億4,950万円資　産　計

55億8,377万円

流動資産
27億714万円

固定資産
28億7,663万円

資
　
　
　
産 

資
　
　
　
本 

負
　
債 

資本剰余金
31億2,237万円

借入資本金
18億8,034万円

自己資本金

累積欠損金△2億3,128万円

2億9,305万円

5億1,929万円

負債・資本計
55億8,377万円 

未払金などの 
将来に支払う 
必要のある金 
額です。 

一般会計から 
の出資金や積 
立金を取り崩 
した金額です。 

企業債などの 
借金の残高で 
す。※民間企 
業では負債に 
分類されます 
が公営企業は 
資本に分類さ 
れます。 

建物を建設す 
る際に受けた 
補助金や負担 
金などの金額 
です。 

現金・預金や 
未収金などの 
固定資産以外 
の資産です。 

建物、医療機器 
などの病院事業 
で所有している 
資産の価格です。 
取得後の経過年 
数により減価償 
却した後の金額 
です。 

今までの赤字 
分です。 

お問い合わせは、市立総合病院企画課　 42－5370まで 
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新
た
に
１
事
業
所
の
給
水
を
開
始

し
た
こ
と
と
、
医
薬
品
製
造
業
な
ど

で
使
用
水
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
料
金
収
入
は
２
、
０
７
２
万
円

（
前
年
度
比
１
９
９
万
円
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

支
出
は
、
人
件
費
の
減
額
で
前
年

度
よ
り
４
２
２
万
円
減
少
し
ま
し

た
。
結
果
、
３
８
３
万
円
の
黒
字
と

な
り
、
純
利
益
は
借
入
金
の
返
済
の

た
め
の
減
債
積
立
金
に
全
額
積
み
立

て
ま
し
た
。

工
業
用
水
道
事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
二
井
田
地
区
の
県
営

大
館
工
業
団
地
及
び
市
営
二
井
田
工

業
団
地
に
立
地
し
た
企
業
へ
の
給
水

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

極
め
て
良
質
で
豊
富
な
地
下
水
を
安

価
に
、
安
定
し
て
供
給
し
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
企
業
誘
致
の
一
役
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
良
好
な

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
図
り
な
が
ら
、

企
業
立
地
の
推
進
と
地
域
経
済
の
発

展
、
雇
用
の
拡
大
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。

３
８
３
万
円
の
単
年
度
黒
字

工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算

平成16年度

平成16年度公営企業決算状況

給水事業所数

配 水 能 力

年間総配水量

１日最大配水量

１日平均配水量

19事業所

5,300杉/日

559,434杉

2,690杉

1,532杉

給水状況 

0

20万 

40万 

60万 

10 11 12 13 14 15 16 年度 

年間総配水量の推移 

料金収入
　 万円
　　（ ％）

不足額不足額
万円万円

不足額
万円

借入金の償還元金
　 万円（ ％）

収　入
4,411万円

支　出
4,028万円

減価償却費 
　 万円
　（ ％）

借入金の 
支払利息
　 万円
　（ ％）

工業用水を工業団地の　工業用水を工業団地の　 
各企業に送るための費用各企業に送るための費用

万円万円
（ ％）

工業用水を工業団地の　 
各企業に送るための費用

万円
（ ％）

一般会計 
　　繰入金収入
　　 万円
　　　（ ％）

その他 
万円
（ ％）

純利益 
万円

借入金の返 
済のために 
積み立てま 
した。 

不足額は損益 
勘定留保資金 
等で補てんし 
ました。 

収益的収支 平成16年度大館市工業用水道事業貸借対照表
（平成17年３月31日現在）

（消費税抜き） 
〈工業用水道事業の運営に関する収支〉 

資本的収支 （消費税込み） 
〈工業用水道事業の整備に関する収支〉 

収　入
0円

支　出
841万円資　産　計

8億9,692万円

流動資産
1億1,037万円

固定資産
7億8,655万円

資
　
　
　
産 

資
　
　
　
本 

資本剰余金
1億2,392万円

自己資本金
2億5,144万円

借入資本金
5億1,270万円

流動負債 
　　187万円 

負債・資本計
8億9,692万円 

利益剰余金 
　　699万円 

未払金や預かり 
金などの将来に 
支払う必要のあ 
る金額です。 

一般会計から 
の出資金や積 
立金を取り崩 
した金額です。 

企業債などの 
借金の残高で 
す。※民間企 
業では負債に 
分類されます 
が公営企業は 
資本に分類さ 
れます。 

建物を建設す 
る際に受けた 
補助金や負担 
金などの金額 
です。 

各種積立金や使 
い方をまだ決め 
ていない利益の 
金額です。 

現金・預金や 
未収金などの 
固定資産以外 
の資産です。 

取水場、配水池、 
送配水管など工 
業用水道事業で 
所有している資 
産の価格です。 
取得後の経過年 
数により減価償 
却した後の金額 
です。 

お問い合わせは、上下水道部管理課　 55－1297まで 

設備投資に 
要する費用 
万円
（ ％）
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平成16年度公営企業決算状況

１
億
１
、６
５
５
万
円
の
単
年
度
黒
字

水
道
事
業

会
計
決
算

平成16年度２
年
ぶ
り
に
使
用
水
量
が
増
加

し
、
収
入
は
10
億
７
、
６
８
８
万
円

（
前
年
度
比
約
６
４
４
万
円
増
）
と

な
り
ま
し
た
。

支
出
は
、
高
利
率
の
借
入
金
返
済

が
終
了
し
た
こ
と
で
支
払
利
息
が
減

少
し
、
９
億
６
、
０
３
３
万
円
（
前

年
度
比
２
７
９
万
円
減
）
と
な
り
ま

し
た
。
結
果
、
１
億
１
、
６
５
５
万

円
の
黒
字
と
な
り
、
純
利
益
は
借
入

金
の
返
済
の
た
め
の
減
債
積
立
金
に

全
額
積
み
立
て
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の
主
な
事
業

矢
立
地
区
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業

矢
立
地
区
の
５
つ
の
簡
易
水
道
を

統
合
す
る
事
業
で
、
平
成
16
年
度
は

陣
場
地
内
に
浄
水
場
建
物
の
建
築
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

配
水
管
整
備
事
業

未
給
水
区
域
解
消
の
た
め
、
川

口
、
餅
田
地
内
な
ど
で
配
水
管
の
敷

設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

水
道
管
管
路
近
代
化
推
進
事
業

立
花
、
東
台
地
内
な
ど
で
老
朽
化

し
た
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
敷
設
替
工

事
、
二
ツ
山
地
内
の
送
配
水
管
の
敷

設
替
を
行
い
ま
し
た
。

浄
水
施
設
等
整
備
事
業

水
の
安
定
供
給
の
た
め
平
成
16
年

度
は
、
送
水
ポ
ン
プ
や
沈
澱
ち
ん
で
ん

池ち

汚お

泥で
い

掻か
き

寄よ
せ

機き

な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

給 水 人 口

給 水 戸 数

給水区域内普及率

年間総配水量

年間有収水量

有 収 率

１日最大配水量

１日平均配水量

51,996人

18,683戸

93.4％

5,286,576杉

4,353,859杉

82.4％

18,245杉

14,484杉

4,908人

1,497戸

73.9％

587,731杉

360,376杉

61.3％

1,827杉

1,610杉

給水状況（上水道） 
給 水 人 口

給 水 戸 数

給水区域内普及率

年間総配水量

年間有収水量

有 収 率

１日最大配水量

１日平均配水量

給水状況（簡易水道） 

水道料金収入
　 億 万円
　（ ％）

借入金
　 億 万円
　（ ％）

国・県補助金
　 億 万円
　（ ％）

　借入金の 
　償還元金
億 万円
（ ％）

施設投資に要する費用施設投資に要する費用
　　　　 億 万円万円
　　　　（　　　　（ ％）％）

施設投資に要する費用
　　 億 万円
　　　　（ ％）

収　入
10億7,688万円

支　出
9億6,033万円

　減価償却費
億 万円
　（ ％）借入金の 

支払利息
億 万円
　（ ％）

水道水を作り 
家庭まで送るための費用 
窓口サービスなどの費用
　　　　　　　　 億 万円万円
　　　　　（　　　　　（ ％）％）

水道水を作り 
家庭まで送るための費用 
窓口サービスなどの費用
　　　　 億 万円
　　　　　（ ％）

一般会計 
繰入金

万円
（ ％）

その他 
万円

（ ％）

その他 
万円

（ ％）

その他 
万円（ ％）

一般会計繰入金 
万円 

（ ％）

純利益 
億 万円

借入金の返 
済のために 
積み立てま 
した。 

不足額不足額 
億 万円万円
不足額 
億 万円 不足額は損益勘 

定留保資金等で 
補てんしました。 

収益的収支 平成16年度大館市水道事業貸借対照表
（平成17年３月31日現在）

（消費税抜き） 
〈水道事業の運営に関する収支〉 

基本的収支 （消費税込み） 
〈水道施設の整備に関する収支〉 

収　入収　入
6億9,434万円万円
収　入

6億9,434万円

支　出
12億3.385万円資　産　計

138億7,267万円

流動資産
14億4,152万円

固定資産
124億3,115万円

資
　
　
　
産 

資
　
　
　
本 

負債 

資本剰余金
47億657万円

借入資本金
64億1,336万円

自己資本金
19億3,799万円

流動負債 
4億5,327万円

3億6,148万円

負債・資本計
138億7,267万円 

未払金や預かり 
金などの将来に 
支払う必要のあ 
る金額です。 

利益剰余金 

各種積立金や使 
い方をまだ決め 
ていない利益の 
金額です。 

企業債などの 
借金の残高で 
す。※民間企 
業では負債に 
分類されます 
が公営企業は 
資本に分類さ 
れます。 

一般会計から 
の出資金や積 
立金を取り崩 
した金額です。 

施設を建設す 
る際に受けた 
補助金や負担 
金などの金額 
です。 現金・預金や 

未収金などの 
固定資産以外 
の資産です。 

浄水場、配水 
池、水道管な 
どの水道事業 
で所有してい 
る資産の価格 
です。 
取得後の経過 
年数により減 
価償却した後 
の金額です。 

お問い合わせは、上下水道部管理課　 55－1297まで 
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凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

●
給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
保
温
材
を
巻

き
、
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
す
き

間
無
く
巻
く
と
効
果
的
で
す
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
保
温

材
を
い
れ
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
保
護

す
る
よ
う
に
詰
め
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら

に
、
段
ボ
ー
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
か
ぶ
せ
る
と
効
果
的
で
す
。

●
水
抜
き
栓
・
不
凍
水
栓
を
ご
使
用
の
際

は
、
忘
れ
ず
に
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ル
ブ
を
き
っ
ち
り
回
転
さ
せ
な
い
と

漏
水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

漏
水
の
確
認
を

し
て
み
ま
し
ょ
う

使
用
水
量
が
異
常
に
多
か
っ
た
り
、
料

金
が
高
か
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
ど
こ
か

で
漏
水
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

度
漏
水
を
調
べ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

簡
単
な
漏
水
の
見
つ
け
方

①
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
水
道
メ
ー
タ

ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

③
星
形
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
、
あ
る
い

は
キ
ラ
キ
ラ
反
射
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ

ー
ク
が
動
い
て
い
た
ら
、
ど
こ
か
で
漏

水
し
て
い
ま
す
。

※
動
い
て
な
い
場
合
で
も
念
の
た
め
、
家

中
の
水
抜
き
栓
や
不
凍
水
栓
を
全
部
閉

め
て
か
ら
同
様
の
こ
と
を
行
っ
て
見
て

く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

積
雪
の
た
め
に
検
針
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
毎
月
の
検
針
は
、
多
額
の
水

道
料
金
を
負
担
す
る
原
因
と
な
る
「
漏

水
」
の
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
は
、
こ
ま
め

に
除
雪
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

比
内
地
域
、
田
代
地
域
の
皆
さ
ん
は

３
月
分
ま
で
冬
期
推
定
料
金
に
な
り
ま

す
。
雪
解
け
後
の
検
針
を
終
え
て
精
算

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
の
再
引
き
落
と
し
が

終
了
し
ま
す

田
代
地
域
で
は
、
上
下
水
道
料
金
の
口

座
振
替
の
再
引
き
落
と
し
業
務
が
３
月
で

終
了
と
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
残
高
不
足
な
ど
で
引
き

落
と
し
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
翌
月
の
再

引
き
落
と
し
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
納
付
書
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
市
指
定
の

窓
口
に
お
持
ち
の
う
え
、
納
付
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
大
館
・
比
内
地
域
で
は
口
座
振
替
の
再

引
き
落
と
し
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

《
大
館
地
域
の
皆
さ
ん
》

《
田
代
地
域
の
皆
さ
ん
》

お
問
い
合
わ
せ
は

《
大
館
地
域
》
管
理
課
大
館
事
務
所

（
1
42
―
４
１
１
７
）

《
比
内
地
域
》
管
理
課
　

比
内
総
合
支
所
２
階（
1
55
―
１
２
９
７
）

《
田
代
地
域
》
管
理
課
田
代
事
務
所

田
代
総
合
支
所
１
階（
1
54
―
３
３
１
７
）

パイロットマークパイロットマーク パイロットマーク 

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
が
凍
っ
て
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
水
道
の
凍
結
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
冬
期
間
の
漏
水
は
、
発
見
が
遅
れ
る
と
長
い
間
水
が

流
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
、
多
額
の
水
道
料
金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
季
節
が
続
き
ま
す



広報大館広報大館 2006.2.1広報大館 2006.2.1

今
年
の
冬
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
ち
ゃ
た
の
？
　
と
言
い
た

く
な
る
ほ
ど
の

“想
定
の
範
囲
外・

”
の
大
雪
！

雪
の
重

み
で
建
物
が
壊
れ
る
被
害
が
あ
ち
こ
ち
で
出
て
い
ま
す
。
連
日

の
雪
か
き
で
ヨ
レ
ヨ
レ
の
私
で
す
が
、
市
民
の
か
た
の
中
に
は
、

疲
労
か
ら
整
骨
院
を
訪
ね
る
人
も
増
え
て
い
る
ん
だ
と
か
。
皆

さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。
そ
の
頑
固
な
冬
将
軍
も
、
昨
日

か
ら
や
っ
と
一
息
つ
い
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
今
回
は
、
元
気
な

声
を
求
め
て
、
達
子
森
ス
キ
ー
場
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

達
子
森
ス
キ
ー
場
は
、
ロ
ー
プ
・
ト
ウ
と
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
備

え
た
市
営
ス
キ
ー
場
。
親
子
連
れ
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
は
、
距

離
が
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
人
気
の
エ
リ
ア
で
す
。
こ
こ
の
ス
キ

ー
場
の
最
大
の
売
り
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
温
泉
「
ハ

チ
公
荘
」
が
隣
に
あ
る
こ
と
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

「
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
達
子
森
」
か
ら
は
、
直
接
「
ハ

チ
公
荘
」
に
行
く
こ
と
も
Ｏ
Ｋ
。

ゲ
レ
ン
デ
の
下
の
方
で
ソ
リ
遊
び
を
し
て

い
る
は
、
小
畑
千
春
さ
ん
（
四
羽
出
）

と
本
日
ゲ
レ
ン
デ
内
で
最
年
少
の
圭け

い

く
ん

（
１
歳
11
カ
月
）。「
家
族
４
人
で
来
て
い
る

ん
で
す
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、

上
の
方
に
い
る
ん
で
す
。
圭
は
今
日
が

“ス
キ

ー
場
デ
ビ
ュ
ー
”
な
ん
で
す
ヨ
」。
圭
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
手
を
す
り
抜
け
、

一
人
で
歩
こ
う
と
一
生
懸
命
。
と
、
ズ
ル
ッ
と
滑
っ
て
、
し
ゃ
が
ん
で
い
た
私
の

太
も
も
に
顔
面
を
強
打
！

ア
ー
ッ
大
丈
夫
？
　
ビ
ッ
ク
リ
顔
の
圭
く
ん
は
、
そ

れ
で
も
泣
き
も
せ
ず
、
ま
た
歩
き
出
そ
う
と
じ
た
ば
た
興
奮
気
味
。
こ
の
元
気
で
、

今
度
は
ス
キ
ー
に
も
挑
戦
し
て
ネ
。

近
く
で
、
ス
ピ
ー
ド
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
ず

に
転
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
、
安
保
瑞み

ず

穂ほ

ち
ゃ

ん
（
川
口
小
１
年
・
餅
田
１
区
）。
お
父
さ
ん

の
忠
昭
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
真
佐
子
さ
ん
の

３
人
で
来
ま
し
た
。
ス
キ
ー
は
好
き
？

「
あ
ん
ま
り
…
」。
ア
レ
レ
。

家
の
前
で
は
何
回
か
練
習

し
た
の
で
す
が
、
ス
キ
ー

場
に
来
た
ら
思
う
よ
う
に

出
来
な
く
て
、
い
や
に
な

っ
ち
ゃ
た
ん
だ
と
か
。「
学

校
で
は
、
図
工
と
算
数
と

体
育
が
好
き
。
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
な
の
」
と
瑞
穂
ち

ゃ
ん
。
冬
休
み
の
目
標
は

何
だ
っ
た
の
？
　
「
外
で

R

R

R
☆ 

大
館
市
役
所 

比
内
総
合
支
所 

田
代
総
合
支
所 

R

R

R
☆ 

８ 

☆今回訪ねたのは 

Ｈ18. 1.15取材

　　「達子森スキー場」 

「圭は外に出るのが好きで、おじいち 
ゃんとおばあちゃんがよく散歩に連れ 
て行ってくれるんですよ」と千春さん。 

ロープ・トウを２基接いで行
くと斜面の上の方まで行けま
す。下の方はファミリー向け
ゲレンデでにぎわってます。

ロープ・トウで楽々移動。
初めての子には、管理人が
アドバイスしてくれます。

「家族でこうして
出掛けるのは、 

久し振りなんです
よ」と忠昭さん。
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い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
こ
と
」。
そ
れ
じ
ゃ
ど
ん
ど
ん

滑
っ
て
上
手
に
な
ら
な
き
ゃ
。
頑
張
っ
て

ね
。佐

藤
伶
耶

れ
い
や

く
ん
（
桂
城
小
２
年
・
鉄

砲
場
）
と
来
郁

ら
い
か

く
ん
（
同
１
年
）

も
元
気
い
っ
ぱ
い
！

下
の
方
で
、
お

父
さ
ん
の
克
幸
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
マ

リ
子
さ
ん
が
、
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
冬
休
み
の
宿
題
は
終
わ
っ
た
の
？

「
終
わ
っ
た
ヨ
」。「
僕
も
」。
二
人
と
も
偉

い
な
ー
。
で
も
明
日
か
ら
学
校
だ
か
ら
、
宿

題
が
終
わ
っ
て
な
け
れ
ば
来
ら
れ
な
い
よ
ね
。

「
ス
キ
ー
は
面
白
い
よ
。
ボ
ク
は
ス
ト
ッ
ク
を
使
わ

な
く
て
も
滑
れ
る
ん
だ
よ
」
と
得
意
げ
な
来
郁
く
ん
。「
お

母
さ
ん
！

お
母
さ
ん
の
ド
ラ
え
も
ん
ポ
ケ
ッ
ト
に
ア
メ
あ
る
で

し
ょ
う
？
　
ち
ょ
う
だ
い
。
あ
っ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
お
じ
さ
ん
に

も
ネ
」
末
っ
子
の
来
郁
く
ん
は
、
な
か
な
か
活
発
な
１
年
生
。
来

郁
く
ん
、
お
い
し
い
ア
メ
あ
り
が
と
う
。

ゲ
レ
ン
デ
は
、
昨
日
の
雨
と
気
温
の
上
昇
で
、
雪
が
重
く
滑
り

に
く
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
親
子
二
人
で
練
習
に
励
ん
で
い

る
の
は
、
駒
ヶ
峯

こ
ま
が
み
ね

杏
莉

あ
ん
り

ち
ゃ
ん
（
釈
迦
内
小
２
年
・
高
館
下
）
と

お
母
さ
ん
の
友
紀

ゆ

き

さ
ん
。「
５
人
で
来
た
ん
で
す
よ
。

で
も
、
お
父
さ
ん
と
（
杏
莉
ち
ゃ
ん
の
）
弟
た
ち
は
、

車
の
中
で
寝
ち
ゃ
っ
て
る
ん
で
す
（
笑
）」。
と
友
紀
さ
ん
。
友
紀
さ
ん
は
、
な
か

な
か
の
ス
キ
ー
の
腕
前
な
ら
ず
足
前
？
で
、
自
ら
お
手
本
を
伝
授
。「
学
校
は
楽

し
い
よ
。
音
楽
が
好
き
。
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
習
っ
て
い
る
か
ら
」
と
杏
莉
ち
ゃ
ん
。

「
給
食
は
、
好
き
だ
け
ど
キ
ャ
ベ
ツ
が
嫌
い
」。
そ
れ
じ
ゃ
あ
今
度
、
キ
ャ
ベ
ツ
が

好
き
に
な
る
お
い
し
い
料
理
を
お
母
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
ね
。
杏
莉
ち

ゃ
ん
は
、
ロ
ー
プ
・
ト
ウ
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

大
雪
で
、
市
内
は
除
雪
や
雪
下
ろ
し
で
て
ん
て
こ
舞
い
で
す
が
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
雪
は
、
冬
の
願
っ
て
も
な
い
遊
び
相
手
。
達
子
森
ス
キ
ー
場
は
、
親

子
で
ス
キ
ー
や
そ
り
遊
び
を
す
る
に
は
、
格
好
の
ス
キ
ー
場
で
す
よ
。

で
は
、
次
回
も
あ
っ
て
グ
ッ
ド
！

（H18.1.1現在） 

これまでの 
登場者数 118人 

84,547人 

Ｑ．

市
に
一
言
ど
う
ぞ
。 

Ａ．
「
今
年
は
特
に
雪
が
多
い
で
す
が
、
毎
年
雪
捨
場 

　
が
な
い
ん
で
す
よ
。
融
雪
溝
が
あ
れ
ば
い
い
ん
で
す 

　
け
ど
ね
」
と
克
幸
さ
ん
。 

Ａ．
「
子
供
た
ち
の
医
療
費
が
ネ
ー
。
少
子
化
の
時
代 

　
だ
か
ら
、
補
助
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
と 

　
マ
リ
子
さ
ん
。 

利用客の多い温泉施設「ハチ
公荘」。スキーの後は、あった
かい温泉で疲れを癒やせます。

中は広々とした「ログキャビン達
子森」。たくさんの人の利用が可
能。ここから直接「ハチ公荘」へ
渡り廊下で行くことが出来ます。

「明日から学校
が始まるん 

ですが、通学路
が雪の山に 

なってるんです
。大変でしょ 

うけど、通学路
の除雪だけで 

もやってもらえ
れば」 

　　　　　　　
と友紀さん。 
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フォトニュース フォトニュース フォトニュース 
PHOTO NEWS

このコーナーでは、市内各地で行われるイベント
や市民の活動をご紹介します。皆さんの身近で行わ
れる楽しい催しなどありましたら、総務課広報広聴
係（149－3111内線258）までお知らせください。

新市一丸となって消防出初め式
消防出初め式(１月５日）

s
除
夜
の
鐘
を
突
こ
う
と
た
く
さ
ん
の
か
た

が
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
（
玉
林
寺
）。

s
ダ
ッ
ク
ス
ム
ー
ン
の
新
曲
「
ハ
チ
公

物
語
」
が
発
表
さ
れ
、
初
詣
に
訪
れ

た
み
な
さ
ん
が
大
勢
集
ま
り
ま
し
た

（
大
館
神
明
社
）。

▼酉年から戌年へバトンタッチ。記念シート
に西館郵便局の比内鶏のスタンプと、二井
田郵便局の秋田犬のスタンプを押すサービ
スが行われていました（達子森薬師神社）。

▲たくさんのかたが初詣に出かけ、一年の思い
を託して祈っていました（大館神明社）。

大
町
中
央
通
り
で
は
、
大
館
消
防
団
、
田

代
消
防
団
が
分
列
行
進
を
行
い
、
昭
和
26
年

か
ら
続
く
県
内
屈
指
の
規
模
を
誇
る
「
ま
と

い
振
り
」（
写
真
左
）
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
扇
田
地
区
で
分
列
行
進
を
行
っ
た

比
内
消
防
団
（
写
真
右
）
も
合
流
し
て
、
新

市
と
な
っ
て
初
め
て
の
「
大
館
市
消
防
団
出

初
め
式
」
が
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
今

年
一
年
の
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

樹海ドームライトアップ樹海ドームライトアップ 樹海ドームライトアップ 
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市民文化会館で、大館鳳鳴高校応援団演舞
会が行われました。同応援団が初めて開く演
舞会には、男性３人、女性６人の計９人の団
員が登場。応援歌、部歌などを紹介し、ステ
ージいっぱいに元気な演舞を披露してくれま
した。会場に訪れたたくさんの市民は、２時
間ほどのプログラムを楽しみました。

子
供
た
ち
は
物
語
の
世
界
に
夢
中

冬
休
み
絵
本
を
楽
し
む
会(

１
月
11
日
）

大
館
市
交
通
指
導
隊
と
大
館
市

防
犯
指
導
隊
の
合
同
初
出
式
が
、

田
代
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
旧
比
内
町
、
旧
田
代
町
か

ら
の
隊
員
も
加
わ
り
、
今
年
一
年

間
の
交
通
安
全
と
犯
罪
ゼ
ロ
を
祈

願
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
誓

い
な
が
ら
、
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

安全なまちづくりをめざして
交通指導隊・防犯指導隊合同初出式(１月６日）

元気いっぱい応援魂を披露
大館鳳鳴高校応援団演舞会(１月８日）

フットサルチーム「DEF" UNITED」が
ライフエンジン賞を受賞

Yahoo!JAPAN「ライフエンジン賞」贈呈式(１月22日）

中央図書館で冬休み絵本を楽しむ会が開かれ
ました。この日の人気は、「うんちしたのはだれ
よ！」。主人公のモグラくんが、ある日頭の上に
落ちてきた「うんち」の犯人を捜すというお話。
子供たちは身を乗り出して、すっかり物語の世
界に引き込まれていました。

市
内
で
活
動
す
る
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
「
Ｄ
Ｅ
″Ｆ

デ

ブ

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
」

（
代
表
長
谷
川
竜
彦
さ
ん
）
が
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ラ
イ
フ
エ
ン
ジ
ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
２

９
２
通
の
応
募
の
中
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
４

団
体
に
受
賞
が
決
定
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
樹
海
ア
リ
ー
ナ
で
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
の
後
に
は
、
乙
武

お
と
た
け

洋
匡

ひ
ろ
た
だ

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
と
宮
沢
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
の
フ
ッ
ト
サ
ル
講
習
会
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
感
激
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。



市
で
は
、「
介
護
保
険
第
３
期
事

業
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
は
、
高

齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

ど
の
く
ら
い
必
要
な
の
か
、
介
護
保

険
料
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
増
加

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
３
年
ご
と

に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
18

年
度
か
ら
の
３
年
間
は
、「
介
護
保

険
第
３
期
事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て

保
険
料
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

次
の
日
程
で
「
介
護
保
険
第
３
期

事
業
計
画(

案)
」
の
地
区
説
明
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 市

役
所

市
役
所 

1
　
―
３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所

３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所 

1
　
―
１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所

１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所 

1
　
―
３
３
１
１

３
３
１
１ 

市
役
所 

1
　
―
３
１
１
１
　
比
内
総
合
支
所 

1
　
―
１
１
１
１
　
田
代
総
合
支
所 

1
　
―
３
３
１
１ 
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と
　
き 

２
月
６
日（
月
） 

２
月
７
日（
火
） 

２
月
８
日（
水
） 

２
月
９
日（
木
） 

２
月
10
日（
金
） 

 

２
月
13
日（
月
） 

　  

と
　
こ
　
ろ 

中
央
公
民
館 

上
川
沿
公
民
館 

十
二
所
公
民
館 

二
井
田
公
民
館 

真
中
公
民
館 

高
齢
者
・
若
者
セ
ン
タ
ー（
大
堤
） 

岩
野
目
分
館 

比
内
公
民
館 

赤
川
分
館 

東
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

山
田
分
館 

  

と
　
き 

２
月
14
日（
火
） 

 

２
月
15
日（
水
） 

 

２
月
16
日（
木
） 

２
月
17
日（
金
） 

２
月
20
日（
月
） 

２
月
21
日（
火
） 

　  

と
　
こ
　
ろ 

比
内
公
民
館 

岩
瀬
分
館 

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー（
水
無
） 

総
合
開
発
セ
ン
タ
ー（
早
口
） 

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

下
川
沿
公
民
館 

花
岡
公
民
館 

長
木
公
民
館 

釈
迦
内
公
民
館 

矢
立
公
民
館 

 

日
程
（
開
始
時
間
は
　
時
） 

19

毎
年
冬
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
風
邪
が
流
行
し
ま
す
。
市
内

で
は
、
一
部
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
て
お
り
、
油
断
大
敵
で
す
。

特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
重
症
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
有
効
な

予
防
策
で
、
こ
の
冬
を
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

作
戦
そ
の
１
「
感
染
経
路
を
絶
つ
」

人
込
み
は
で
き

る
だ
け
避
け
、

外
出
後
は
、
う

が
い
や
手
洗
い

を
し
、
室
内
を

適
度
な
湿
度
に

保
ち
ま
し
ょ

う
。

作
戦
そ
の
２
「
抵
抗
力
を
付
け
る
」

十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
心
掛
け
、

適
度
な
運
動
で
抵
抗
力
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

体
力
や
抵
抗
力
が
あ
れ
ば
感
染
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

作
戦
そ
の
３
「
免
疫
力
を
付
け
る
」

人
の
免
疫

機
能
を
利

用
し
た
ワ

ク
チ
ン
接

種
は
、
イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
も

有
効
で
す
。

特
に
重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
、

幼
児
、
妊
婦
、
慢
性
的
な
病
気

（
呼
吸
器
系
、
心
臓
）
や
糖
尿
病
、

腎
臓
病
の
か
た
は
、
流
行
す
る
前

に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

か
か
っ
た
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

受
診
後
は
、

①
安
静
に
し
て
十
分
な
睡
眠
を
と

る
②
水
分
補
給
で
脱
水
症
状
に
注
意

す
る

③
体
を
温
め
、
適
度
な
温
度
と
湿

度
を
保
つ

④
バ
ラ
ン
ス
と
消
化
の
良
い
食
事

を
と
る

⑤
外
出
時
は
、
マ
ス
ク
を
す
る
。

□
保
健
セ
ン
タ
ー（
42
―

９
０
５
５
） 

問 

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
の
違
い
は
？

感
染
力

症

状

経

過

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

強
い

急
速
に
広
が
る

重
い

38
〜
40
度
の
高
熱
、
筋
肉
痛
、
倦
怠
感
な
ど
の

全
身
症
状
を
伴
う

急
激
な
高
熱
で
発
症
す
る

重
症
化
す
る
と
気
管
支
炎
や
肺
炎
の
合
併
症
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る

風

邪

弱
い

比
較
的
ゆ
っ
く
り
広
が
る

軽
い

主
に
鼻
、の
ど
な
ど
に
症
状
が
表
れ
、軽
い
発
熱
、

倦
怠
感
を
伴
う
こ
と
が
あ
る

ゆ
っ
く
り
と
経
過
す
る

け
ん
た
い

□
長
寿
支
援
課（
内
線
４
０
２
） 

問 

介
護
保
険
第
３
期
事
業
計
画（
案
） 

　
　
　 
　
地
区
説
明
会
を
行
い
ま
す 



著 者 図 書 名 
あと２年！ 
スッキリ！ 
生きる 
３６５日の聖書 
江戸時代論　　 
ひと日を重ねて 
東京都の歴史散歩 
３万円ではじめるネット外資 
これからの職業 
鬼嫁婚のススメ 
ネットで医者に聞いてみた 
半熟ナース、病棟を行く 
唐招提寺匠が挑む 
おばあちゃんの知恵袋 
意味がなければスイングはない 
子どもごはん大百科 
十二支の四字熟語 
文壇落葉集 
ひょうたん 
蒲公英草紙（たんぽぽそうし） 
土をつくる生きものたち 
ドラゴンラージャ　１・２ 
トロール・ミル　　上・下 
まめうしのまんまるいふゆ 
ノンタンふわふわタータン 
プーさんをさがせ 

江　坂　　　彰 
上大岡　ト　メ 
義　家　弘　介 
賀　来　周　一 
佐々木　潤之助 
紀　宮　清　子 
山 川 出 版 社 
大　竹　のり子 
本　多　信　一 
藤　原　千　尋 
日経メディカル編 
清　水　みよこ 
玉　城　妙　子 
宝　　島　　社 
村　上　春　樹 
ベネッセコーポレーション 
諏訪原　　　研 
川　村　　湊編 
宇江佐　真　理 
恩　田　　　陸 
谷　本　雄治文 
イ ・ ヨ ン ド 
キャサリン・ラングリ 
あきやまただし 
キヨノ　サチコ 
講　　談　　社 

新

着

一

般

書

 

新
着
児
童
書 

広報大館広報大館 2006.2.1広報大館 2006.2.1

●比内図書館 牲55－1263
開 館 時 間 ９時～17時
２月の休館日 6日(月)・11日(土)・13日(月)・20日(月)・27日(月)

●花矢図書館 牲46－1557
開 館 時 間 平日９時～17時　土曜９時～12時
２月の休館日 5日(日)・11日(土)・12日(日)・19日(日)・26日(日)

●中央図書館 牲42－2525
開　館　時　間・９時30分～17時15分
２月の休館日・11日(土)・12日(日)・23日(木)

２月のテーマ図書・『雪のなかで恋愛小説を』
母と子の絵本を楽しむ会・３日(金) 10時30分

17日(金) 10時30分

今月のオススメY 『ちゃんと話すための敬語の本』
橋本　治（はしもと　おさむ）

敬語の歴史や成り立ちが分かると、いつのまにか大
人の言葉が身に付いてくる。新しい一歩を踏み出すあ
なたに。

●田代図書館 牲54－6917
開 館 時 間 平日９時～19時　土・日９時～17時
２月の休館日 6日(月)・11日(土)・13日(月)・20日(月)・27日(月)

答え　タイガンジョウジュ 
　　　　　 （大願成就） 

＊図書券500円分 
・安部菜穂子さん（片山5区）
・伊東　大公さん（西大館町）
・木村　友蔵さん（西大館町）
・小林　英樹さん（相染町）
・小松あや子さん（大谷）
・地元　良子さん（天下町4区）
・菅原キミ子さん（板子石）
・田村支帆子さん（出口2）
・畠山　瑞穂さん（比内丁）
・渡部　牧子さん（鳳町） 
＊テレホンカード500円分 
・金澤トミエさん（桜花）
・黒沢　トシさん（前田野）
・越山　央子さん（水門町）
・佐藤　良子さん（粕田1区）
・多賀谷友美さん（沼田）
・勅使川原磨緒さん（鉄砲場）
・畠山　稲子さん（軽井沢2区）
・山本　睦子さん（板子石）
・渡辺　静江さん（田代町3区）
・渡辺ミツエさん（大下町）

問 総務課（内線258）

市県民税申告相談日程 市県民税申告相談日程 市県民税申告相談日程 
１．開　場         午前８時   ※会場で、相談順の番号札をお取りください。 
２．受　付         午前８時～１５時３０分（中央公民館のみ１６時まで） 
３．開　始         午前９時 

※指定日に都合の付かないかたは、都合の良い日にお越しください。　※この後の日程は、次号でお知らせします。 
問 税務課市民税係　（149－3111　内線 216） 

 
農 村 婦 人 の 家 
 
高齢者若者センター 
 

構造改善センター
 

 
 
 

比　内　公　民　館 
 
 

岩　野　目　分　館 
 
 

赤　川　体　育　館 
 
 
 
 
総合開発センター 
 
 

独鈷、向田、沢、日詰、炭谷、二タ又間戸石、竹原、 
味噌内中、味噌内下、宿内 
中野、長内沢、五日市、田尻、新館、駒橋、野開 
大堤温泉、大谷、大堤、森越、長部、大渡夏焼、森合 
笹館、小新田、大原木、沼田、谷地中、大巻、弥助、 
片貝、二ツ森、前田野 
釣田、達子、水曲、羽立、寺崎、八木橋、畑沢、 
板戸、水沢、白沢、小坪沢 
比内丁、大町、中町、新町、南町、横町、朝日町 
市川、曙町、新丁、裏通町、下川端 
馬喰町、東雲町、伊勢町、八幡町、笹渕、扇ノ丁、上川端 
まだ、申告がお済みでないかた（全域） 
岩野目、中仕田、大岱、李岱、深沢、深岱、大渕、 
大野、高岨、中谷地、大野岱、本郷１・２・３ 
蛭沢、田茂の木、越山、羽立、長谷地、大石渡、平滝、羽貫谷地、 
上岩瀬、代野、赤川、上軽石野岱、桜岱、谷地の平東、長慶荘 
谷地の平西、谷地の平緑、中島、新明岱、前田、川反、館町、 
上名、向館、向家下、赤坂、柏木、保滝沢、美杉、茂屋、田の沢 
大巻、長坂、みのり台、長坂坂地、坂地、伊勢堂下、 
杉子沢、赤沼、南町 
出口１・２・３・４・５・６、桜花、赤坂下、比立内、 
外川原、下岩瀬、大柳、街道脇、玉石、若杉 
まだ､申告がお済みでないかた（全域） 

６日（月） 
 
７日（火） 
８日（水） 

９日（木） 
 

10日（金） 
 
11日（土） 
13日（月） 
14日（火） 
15日（水） 

16日（木） 
 

17日（金） 
 

18日（土） 
 

19日（日） 
 

20日（月）
 

 
21日（火） 

比

内

地

域

 

田

代

地

域

 

２  月 会　　　場 対　象　と　な　る　行　政　町　内 
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お知らせ 市 役 所
牲49－３１１１
募
集
戸
数

▽
南
町(

比
内)
住
宅
・
４
戸

住
宅
の
規
模
と
家
賃
（
月
額
）

・
南
町
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２
０
、８
０
０
円
〜
５
２
、７
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格住宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、

市
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
か

た
。
所
得
、
年
齢
な
ど
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。

連
帯
保
証
人(

２
人)

が
必
要
で

す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

２
月
１
日(

水)

〜
14
日(

火)

土
・
日
曜
日
は
除
く
。

入
居
時
期
・
３
月
５
日(

日)

予
定

◎
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
場
合
は
、
公
開
抽
選
で
す
。

と
　
き
・
２
月
20
日
（
月
）
10
時

と
こ
ろ
・
比
内
総
合
支
所

※
抽
選
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人

の
出
席
が
必
要
で
す
。

都
市
計
画
課(

内
線
３
１
０)

比
内
総
合
支
所
建
設
課

1
55
―
１
１
１
３

田
代
総
合
支
所
建
設
課

1
54
―
３
３
１
５

募
集
場
所

有
浦
菜
園(

１
１
７
区
画)

南
ヶ
丘
菜
園(

52
区
画)

南
ヶ
丘
分
園(

６
区
画)

応
募
資
格

耕
作
す
る
農
地
が
無
く
、
菜
園

を
適
正
に
管
理
で
き
る
市
内
在

住
の
か
た

入
園
料

１
区
画(

約
35
g)

・
２
、０
０
０
円

利
用
期
間

４
月
下
旬
〜
11
月
末
日
ま
で

申
込
方
法

農
林
課
窓
口
に
あ

る
申
込
用
紙
に
記

入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
世
帯

主
か
ご
家
族
の
か
た
が
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い(

代
理
で
の
申

し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん)
。

１
次
受
け
付
け

平
成
17
年
度
の
入
園
者
で
、
同

じ
区
画
を
継
続
し
て
利
用
す
る

か
た
が
対
象
で
す
。

受
付
期
間

２
月
３
日(

金)

〜
15
日(

水)

土
・
日
曜
日
は
除
く
。

２
次
受
け
付
け

新
規
利
用
者
が
対
象
で
、
１
次

受
け
付
け
で
空
い
た
区
画
を
割

り
当
て
ま
す
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

※
空
き
が
な
い
場
合
は
、
補
欠
受

け
付
け
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

２
月
17
日(

金)

〜
28
日(

火)

土
・
日
曜
日
は
除
く
。

※
入
園
料
の
納
付
書
は
、
４
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

案
内
図農

林
課(

内
線
２
９
４)

世
界
の
家
庭

料
理
の
レ
シ
ピ

を
紹
介
す
る
第

２
弾
！
　
今
回

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
家
庭
料
理
を

ご
紹
介
し
ま
す
。「
食
」
を
通
じ

て
、
世
界
の
国
々
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
　
き

第
１
回
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
編

２
月
18
日(

土)

17
時
〜
21
時

第
２
回
ギ
リ
シ
ア
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
編

３
月
４
日(

土)

17
時
〜
21
時

第
３
回
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
編

３
月
18
日(

土)

17
時
〜
21
時

持
ち
物
・
エ
プ
ロ
ン
、
包
丁

参
加
料
・
各
１
、
０
０
０
円
程
度

定
　
員
・
各
10
人(

先
着
順)

受
け
付
け
開
始

２
月
６
日(

月)

９
時

上
川
沿
公
民
館

1
42
―
０
８
３
６

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国

際
感
覚
豊
か
な
青
年
を
育
成
す
る

た
め
、
様
々
な
国
際
交
流
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
平
成
18
年
度
に
実
施
す

る
国
際
交
流
事
業
の
参
加
青
年
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
交
流
事
業

・
国
際
青
年
育
成
交
流

・
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流

・
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

・
世
界
青
年
の
船

・
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

参
加
で
き
る
か
た

18
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
か
た

県
県
民
文
化
政
策
課

1
０
１
８
―
８
６
０
―
１
５
５
２

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

■ 参加者募集 

■ 北部エリアスポーツ大会（対象は中学生以上） 

教室・講座名 

エクセル2003基礎 
　　　(全6回)

2月15日(水)、17日(金)、20日(月)、22日(水)、 
24日(金)、27日(月)　18時30分～21時 

職業訓練 
センター 

20人 
(選考)

受け付けは2/1～8。  職業 
訓練センター143－5817

と　　　　き ところ  費 用 ・ 持 ち 物 な ど  定員 申し込み先など 

エクセルの様々な機能を習得します。
受講料(3,000円)、教材費(2,100円)。 

バドミントン大会 

卓 球 大 会 

2月26日(日)9時 

3月  4日(土)12時30分 

北部シルバーエリア 
コミュニティセンター 

2/1、9時から。 

2/5、9時から。 

団体戦（3複）トーナメント戦 

男女別シングルス 

コミュニティセンター 
　　　　　　　147－7070

と　　　　き ところ  種　　目 申し込み開始 申　込　先 費　　用 

参加料(1チーム3，600円)。 

参加料(1人700円)。 

家
庭
料
理
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
・

パ
ー
ト
Ⅱ
参
加
者

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
民
菜
園
入
園
者

納期内に納めてください
収納課（内線225）問

１月は市県民税第４期と国民健康保険税第７期、
介護保険料第７期の納期です。忘れずに納めてください。

募
　
　
　
集

新
築
し
た

南
町
住
宅(

比
内)

に

入
居
し
ま
せ
ん
か
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総
務
省
で
は
、

利
用
者
が
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
・
快
適

に
利
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
内
容

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

②
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

※
①
は
モ
ニ
タ
ー
全
員
、
②
は
希

望
す
る
か
た
の
み
で
す
。

応
募
資
格

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心

の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
か
た

期
　
間

平
成
18
年
４
月
〜
19
年
３
月

募
集
人
数
・
１
２
０
人(

選
考)

応
募
方
法

は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
モ
ニ
タ

ー
希
望
」
と
明
記
の
上
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名(

フ
リ
ガ

ナ)

、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
応
募
の
動
機
及
び

会
議
参
加
希
望
の
有
無
を
記
入

し
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
２
月
20
日(

月)
〒
９
８
０
―
８
７
９
５

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
―
２
―
23

東
北
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事

業
課

1
０
２
２
―
２
２
１
―
０
６
２
８

FAX
０
２
２
―
２
２
１
―
０
６
１
３

老
壮
大
学
に
興
味
を
お
持
ち
の

か
た
、
入
学
を
希
望
す
る
か
た
に
、

大
学
の
活
動
や
学
習
内
容
、
ク
ラ

ブ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
申
し

込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と

き
・
２
月
７
日(

火)

10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

対
　
象
（
入
学
で
き
る
か
た
）

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
、

満
60
歳
以
上
の
市
民

※
当
日
は
説
明
の
み
で
、
入
学
の

受
け
付
け
は
３
月
１
日(

水)

か

ら
３
日(

金)

ま
で
に
な
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
1
42
―
４
３
６
９

問

申
・
問

保健センターでは、2月の生活
習慣病予防月間にちなんで｢医師
による健康教室｣を開催します。
医師の講話を通して、この機会に
ご自身の生活習慣を振り返ってみ
ませんか。講師は異なりますが、
それぞれ、糖尿病予防と高脂血症予防の講話です
ので都合の良い会場にお越しください。

ふるさと秋田での就職を応援！

「秋田県ふるさと就職促進セミナー・就職面談会」
県雇用対策室若年者支援班1018－860－2334問

2月は生活習慣病予防月間です
「医師による健康教室」参加者募集

市税の納付もう一度ご確認を
収納課(内線227)問

２月は固定資産税第４期の納期です。忘れずに納めてください。また、す
でに納期が過ぎている税金に納め忘れがないか、もう一度ご確認ください。

催
　
　
　
し

老
壮
大
学
入
学
希
望
者
説
明
会

高脂血症予防教室 

と　　き 

 

と こ ろ 

 

講　　師 
 

定　　員 

締め切り 

参 加 料 

持 ち 物 

申し込み・ 

問い合わせ 

　　2月22日(水) 

　　　　　13時30分～15時 

保健センター 
 

佐々木内科医院 

院長　佐々木隆幸氏 

　　　　　　　各 50 人 

　 2月20日(月) 

　　　　　　　無　　料 

　　　　　　   筆記用具 

保健センター 

　　　142-9055

　　2月24日(金) 

 

比内福祉保健総合センター 

ハートヒルとっと 

市立扇田病院 

内科医長　佐藤隆太 

 

　 2月22日(水) 

 

 

比内福祉保健総合センター 

ハートヒルとっと 

　　　155-3100

糖尿病予防教室 

 
と　　き 

 

と こ ろ 

 

 

講　　師 

 

定　　員 

締め切り 

参 加 料 

持 ち 物 

 

申し込み・ 

問い合わせ 

  2月8日(水) 

 

田代総合福祉 

センター 

サンピア 

市立総合病院 

第三内科部長 

　　八代　均 

　　30人 

  2月6日(月) 

 

 

田代総合福祉 

センター 

サンピア 

 154-6300

 2月10日(金) 

 

比内福祉保健 

総合センター 

ハートヒルとっと 

市立扇田病院 

内科医師 

　　金　大悟 

　　50人 

  2月8日(水) 

無　　　　料 

筆 記 用 具 

比内福祉保健 

総合センター 

ハートヒルとっと 

 155-3100

 2月15日(水) 

 

 

保健センター 

 

市立総合病院 

第三内科部長 

　　八代　均 

　　50人 

 2月13日(月) 

 

 

 

保健センター 

 142-9055

13時30分～15時 

県内企業の採用担当者と個別に面談できます。
対　象
平成19年３月に大学・短大・高専・専修学校を卒業予
定の学生(平成18年３月に卒業予定の学生や既卒者も参
加できます)

仙台会場 

東京会場 

秋田会場 

２月14日(火) 
13時～16時 

２月15日(水) 
13時～16時 

３月７日(火) 
13時～17時 

仙台サンプラザ 
(仙台市宮城野区榴岡5-11-1) 

中野サンプラザ 
(東京都中野区中野4-1-1) 

秋田ビューホテル 
(秋田市中通2-6-1)

と　き と　こ　ろ 

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
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創
立
１
３
１
年
の

伝
統
を
誇
る
三
岳
小

学
校
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
閉
校
し
、
平

成
18
年
度
か
ら
東
館

小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
三
岳
小
学
校
の
「
閉

校
式
」
と
「
お
別
れ
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
卒
業
生
や
ゆ
か
り
の
あ

る
か
た
な
ど
、
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

３
月
19
日(

日)

閉
校
式
10
時
30

分
、
お
別
れ
会
12
時
30
分

と
こ
ろ
・
三
岳
小
学
校
体
育
館

お
別
れ
会
会
費
・
３
、
０
０
０
円

締
め
切
り
・
２
月
10
日(

金)

学
校
教
育
課
比
内
事
務
所

1
55
―
１
２
８
６

対
　
象

市
で
行
う
建
設
工
事
な
ど
の
入

札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

で
、
昨
年
２
月
の
定
期
受
付
期

間
中
に
申
請
し
な
か
っ
た
か
た

や
、
登
録
項
目
に
追
加
申
請
を

行
う
必
要
の
あ
る
か
た

受
付
期
間

２
月
１
日(

水)

〜
28
日(

火)

受
付
業
種

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品
・

役
務
の
提
供
等
、
小
規
模
修
繕

申
請
様
式

契
約
検
査
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
今
回
の
受
け
付
け
は
、
平
成

17
・
18
年
度
登
録
へ
の
追
加
受

け
付
け
で
す
の
で
、
登
録
い
た

だ
い
た
内
容
は
平
成
18
年
４
月

か
ら
の
１
年
間
の
み
有
効
で
す
。

受
付
場
所
・
契
約
検
査
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.city
.od
ate.ak

i

ta.jp
/k
eiy
ak
u
_k
en
sa/

契
約
検
査
課(
内
線
２
７
２)

大
館
能
代
空
港

利
活
用
大
館
地
域

推
進
会
議
で
は
、

大
阪
便
の
通
年
運

航
再
開
に
伴
い
、
大
阪
便
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
航
空
運
賃
を
助
成
し
ま
す
。

期
間(

搭
乗
日)

平
成
18
年
３
月
17
日(

金)

ま
で

助
成
金
額

１
、
０
０
０
円(

１
人
１
区
間

当
た
り
の
額)

申
請
で
き
る
か
た

期
間
内
に
大
館
能
代
空
港
発
着

の
伊
丹
線
を
利
用
し
た
か
た

で
、
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
か

た
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
航

空
券
を
購
入
し
て
い
な
い
３
歳

未
満
の
幼
児
は
除
き
ま
す
）。

適
用
運
賃

正
規
運
賃(

片
道
・
往
復
・
特

割
・
平
日
シ
ル
バ
ー
割
引
・
超

割
・
バ
ー
ス
デ
ー
早
割
な

ど)

・
パ
ッ
ク
商
品
・
団
体
旅

行
な
ど
、
す
べ
て
の
航
空
運
賃

※
ほ
か
の
助
成
事
業(

圏
域
の

翼
・
合
同
販
売
企
画)

と
の
併

用
は
出
来
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

①
搭
乗
後
14
日
以
内
に
②
グ
ル

ー
プ
全
員
の
搭
乗
半
券
を
添
え

て
③
助
成
申
請
書
に
全
員
押
印

し
て
④
推
進
会
議
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
⑤
代
表
者
の
印
鑑

を
持
参
し
、
受
領
し
て
く
だ
さ

い
。

※
半
券
に
搭
乗
者
氏
名
の
記
載
が

な
い
場
合
は
、
旅
行
代
理
店
発

行
の
旅
行
者
名
簿
の
写
し
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

観
光
物
産
課(

内
線
３
５
１)

秋
田
県
司
法
書
士
会
司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
電
話
で

の
予
約
が
必
要
で
す
。

と
　
き

２
月
15
日(

水)

、
３
月
15
日

(

水)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ
・
田
代
公
民
館

相
談
内
容

不
動
産
の
売
買
、
賃
貸
借
、
相

続
、
ヤ
ミ
金
、
家
庭
内
問
題
、

高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

予
約
専
用
電
話

1
０
１
８
６
―
63
―
２
３
３
４

秋
田
県
司
法
書
士
会

1
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８
７

最
近
、
再
び
身

に
覚
え
の
無
い
請

求
の
は
が
き
が
届

い
た
と
の
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
は
が
き
は
「
民
事
訴

訟
最
終
通
告
書
」「
消
費
料
金
未

納
分
訴
訟
最
終
通
知
書
」
な
ど
と

題
し
て
お
り
、
は
が
き
の
発
信
者

は
「
法
務
局
認
定
法
人
訴
訟
通
達

管
理
局
」「
財
務
省
管
轄
支
局
訴

訟
管
理
事
務
局
」
な
ど
い
か
に
も

実
在
し
そ
う
な
機
関
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
「
最
終
期
日
ま
で
に
連

絡
の
な
い
場
合
は
不
動
産
・
給
料

な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
す
る
」
と
、

は
が
き
を
受
け
取
っ
た
人
の
不
安

を
あ
お
る
文
章
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
次
の
よ
う

に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

・
身
に
覚
え
の
無
い
請
求
は
無
視

す
る
。

・
個
人
情
報
を
必
要
以
上
に
知
ら

せ
な
い
た
め
、
決
し
て
問
い
合

わ
せ
を
し
な
い
。

・
不
審
や
不
安
を
感
じ
た
場
合

は
、
１
人
で
悩
ま
ず
相
談
す
る
。

相
談
窓
口

市
民
相
談
室(

内
線
２
１
４)

受
付
時
間

月
･
火
･
木
･
金
曜
日
９
時
〜
16
時

生
活
環
境
課(

内
線
２
４
７)

次
の
と
お
り
国
有
財
産
を
売
り

払
い
ま
す
。

物
件
所
在

釈
迦
内
字
獅
子
ケ
森
１
―
38

面
　
積
・
５
１
７
・
14
㎡

地
　
目
・
宅
地

入
札
日
・
２
月
27
日(

月)

13
時
30
分

入
札
会
場

秋
田
第
一
合
同
庁
舎

(

秋
田
市
山
王
７
―
１
―
３)

入
札
条
件

秋
田
労
働
局
が
提
示
す
る
「
入

札
案
内
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。「
入
札
案
内
書
」
は
秋
田

労
働
局
で
差
し
上
げ
ま
す
。

入
札
参
加
方
法

参
加
希
望
者
は
、「
入
札
案
内

書
」の「
入
札
参
加
申
込
書
」
に

記
入
の
上
、入
札
当
日(

当
日
も

可)

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
１
０
０
分
の
５
以

上(

円
未
満
は
切
り
上
げ)

秋
田
労
働
局
総
務
課

1
０
１
８
―
８
６
２
―
６
６
８
１

申
・
問

問

問

申
・
問

問

申
・
問

広報大館広報大館 2006.2.1広報大館 2006.2.1

無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

三
岳
小
学
校
の
「
閉
校
式
」

「
お
別
れ
会
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

大
館
能
代
空
港
を
利
用
し
て

大
阪
へ
行
か
れ
る
か
た
へ

航
空
運
賃
を
助
成
し
ま
す

架
空
請
求
に
ご
注
意
を
!!

国
有
財
産
を
売
り
払
い
ま
す

そ
　
の
　
他

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請(

業
者

登
録)

の
追
加
分
を
受
け
付
け
ま
す

洪水の危険！
北秋田地域振興局河川砂防課10186－62－3111問

河川が雪でふさがると、融雪時に洪水を引き起こすことがあります。
河川には無許可で雪を捨てないでください。



会 場 ・ 電 話 番 号  時 間 と き 相談内容 

年　金 

 

教　育 

行　政 

国　税 

法　律 
 

非行、いじ 
め、子育て 

10:00～15:00 

9:00～16:00 

9:00～16:00 

10:00～15:00 

 

9:30～12:00 

9:30～12:00

相談は無料です 
お気軽に 
　　 ご相談ください 

（予約制） 

毎 週 
月～木 
毎 週 
月～金 
毎 週 
月～金 

８日（水） 

 

1日（水） 

22日（水） 

（内線263） 

（内線214） 

少年相談センター（中央公民館内） 
0120－110624

143－2208
教育研究所（中央公民館内） 

市 役 所 市 民 相 談 室  

１月から３月まで国税相談は休みます。 

市 役 所 市 民 相 談 室  
(次回は3/1)(内線247)

比内公民館(予約は比内総合 
支所福祉環境課  155－1115)

市 役 所 年 金 相 談 室  

日 月 火 水 木 金 土 

認知症予防講演
会(北部シルバーエ
リア) 
献血 
(大館警察署、秋北バ
ス㈱、いとく片山店)

第 回地域の医
療を考える集い 
(中央公民館)

糖尿病予防教室 
(田代総合福祉セン
ターサンピア) 
健康相談 
(釈迦内公民館)

第 回グリアス
スポ・レクフェス
ティバル 
(グリアス田代)

糖尿病予防教室 
(比内福祉保健総合
センターハートヒル
とっと) 
健康相談 
(保健センター)

大館アメッコ市 
(大町中央通りほか) 
献血 
(大館アメッコ市会場)

大館アメッコ市 
(大町中央通りほか) 
スノーバトル2006第8回
秋田県小学生雪合戦大会 
(大館樹海ドームイベント広場) 
献血 
(大館アメッコ市会場)

スカイパーキン
グ無料体験デー 

第4回大館市民
カレッジ 
(中央公民館)

献血 
(北日本TCMイワフ
ジ㈱、大館自動車学
校、工藤米治商店㈱、
石田病院)

高脂血症予防教
室(保健センター)

男女共同参画社
会推進セミナー 
(中央公民館)

健康相談 
(下川沿公民館) 
 

大館鳳鳴高校吹奏
楽部第 回アンサ
ンブルコンサート 
(市民文化会館)

第 回国際理解
講座(秋北ホテル) 
高脂血症予防教
室(比内福祉保健総
合センターハートヒ
ルとっと) 
 

第4回大館市民
カレッジ 
(中央公民館) 
昭和名画座Vol.3 
(市民文化会館)

スカイパーキン
グ無料体験デー 

昭和名画座Vol.3 
(市民文化会館) 
北部エリアバド
ミントン大会 
(北部シルバーエリ
アコミュニティセン
ター)

大館市老壮大学入
学希望者説明会 
(中央公民館) 
スカイパーキン
グ無料体験デー 
成分献血 
(田代総合支所)

献血 
(千秋薬品㈱大館支店、
マルハン大館店、秋田
職業能力開発短期大
学校)

糖尿病予防教室 
(保健センター) 
健康相談 
(矢立公民館)

健康相談 
(比内総合支所) 
 

イベントの問い合わせは、主催者か広報広聴係(内線258)まで。 

　大館樹海ドーム 145－2500　　市民文化会館　 149－7066 
　中央公民館　　 142－4369 
※献血のお問い合わせは 
　大館保健所　　 152－3955　　保健センター 　142－9055

法　律 

 

 

心配ごと 

 

 

 

その他 

23日（木） 

２日（木） 
７日（火） 
８日（水） 
10日（金） 
14日（火） 
15日（水） 
16日（木） 
21日（火） 
23日（木） 
24日（金） 
28日（火） 

総合福祉センター(三の丸) 
二井田公民館 
高齢者・若者センター(大堤) 
総合福祉センター(三の丸) 
田代総合福祉センター(サンピア) 
比内公民館 
長木公民館 
十二所公民館 
東館分館 
花岡公民館 
田代総合福祉センター(サンピア)

13:30～15:00 

10:00～13:00 
10:00～13:00 
13:30～15:30 
10:00～13:00 
13:00～16:00 
13:30～15:30 
10:00～13:00 
10:00～13:00 
13:30～15:30 
10:00～13:00 
13:00～16:00 

 

9:00～16:00

（予約制） 

毎週 月・ 
火・木・金 

総合福祉センター(三の丸) 
(予約は社会福祉協議会 142－8101)

（内線214） 
市 役 所 市 民 相 談 室  

広報大館広報大館 2006.2.1広報大館 2006.2.1

業者登録（追加分）を受け付けます
契約検査課（内線272）問

昨年２月の定期受付期間に登録手続きを行わなかったかたや、現在の登録項目に追加があるかたの
登録を、２月１日（水）から受け付けます。詳細は市のホームページ（www.city.odate.akita.jp）
または広報大館１月16日号をご覧ください。



広報大館 2006.2.1
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発
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大
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地
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ホ
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石戸谷 築
つく

紫
し

ちゃん（高戸谷、２歳10カ月）
お父さんの仕草を真似っこするのが得意です。「仮面
ライダー響鬼」みたいなヒーローにあこがれています。

片 岡 春
は

薫
る

ちゃん（豊町、１歳６カ月）

アンパンマンに夢中で、テレビの前から離れません。
お父さんと鬼ごっこをして遊んでいます。

人のうごき ◆人　口　84,547人　　　◆世帯数　30,782世帯
男　39,688人
女　44,859人　　　 平成18年１月１日現在

大館市はソフトテニス競技と 
バレーボール競技の開催地です 2007年開催 

□大館樹海ドーム  45－2500問 

２月12日（日） 9時～16時 
大館樹海ドーム 
　　　　イベント広場 

□観光物産課  49－3111（内線 283） 問 

大町中央通りほか 
※詳しくは広報と同時に 
　配布したチラシをご覧 
　ください。 

10時～19時（12日は9時～16時） 


